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1．　「筆満可勢」の収入内容
　旅芸人・俳詣師の収入源　歌舞伎役者の三代目中村仲蔵（注一1）自伝の
「手前味噌」は，俳優の自叙伝として貴重なものであるが，文政12年（1829）
4月19日の条に興味のある事実が書かれている。21才になったばかりの仲
蔵が，江戸の大火のため，歌舞伎興行もままならず，このさい思い切って上
方へゆき，大阪で芸をみがこうと志して，単独で僅かの路銀を持ち旅立ちを
するが，伊勢の古市で四代目坂東彦三郎一座と巡り会い，即座に一座に加わ
り，その日から舞台に立つことになったが，仲間の役者（坂東鶴十郎）から，
　「何家業でも百二十里も旅をして来て，直ちに商売にありつくとは，この
商売に限る。然し，草臥足でよくとんぼが返れるな。」　（注一2）
　といわれている。確かに，このことは芸能人の特徴であり，中村仲蔵は江
戸を出立つする時は，金6分（￥123，750）を持ち120里，約12日間の旅
に出たが，旅費はなんとか間に合っても，大阪へ到着してからの生活費は全
く念頭にないことをみても，若い芸能人でもなんとかやっていける自信があ
ったからであろう。何処へいっても芸能人や俳譜師などは無一物でも，なん
とか生活ができたのである。　（注一3）
　記録によると，元腺以降（1688→）芸能をもって諸国を遍歴するものが多
く，その種類が40種以上あったといわれている。その内容は謡，説教，講
談，浄瑠璃（注一4），太平記読，物語などで，これらの遍歴芸能人は上方
や江戸中心ばかりでなく，奥州の仙台でも天明年間（1781－1788）には，年
末になると軍書の講釈や浄瑠璃の寄席が盛んに行なわれたという記録がある。
（注一5）
　芸能人や文化人が旅にでた理由は新城常三氏によれば，これらの人々は『土
地も持たず，確たる生業もないため，止むなく旅にでなければならなかった
のである。じっとしていては，それらの芸能，文化を求める周囲の顧客は，
きわめて限定されているから，自ら移動し，たえず新しい地域で，新しい顧客
を開拓せねば生活の糧がえられなかった』からであるとされている。（注一6）
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　「筆満可勢」の収入内容　前号（注一7）において述べたように，富本繁
太夫の「筆満可勢」は，当時の紀行文としては珍しく金銭出納を克明に記録
している。その明細については前稿付表のとおりであるが，その収入の種類
　　　　　　　　　　ヨ別内訳については図表一1①一②に表示した。この収入金額は，必ずしも全
額を網羅しているものではなく，収支を相殺したり，脱落したものもあると
考えられるが，全貌をつかむためには有用な資料とみて間違いなかろう。
　これによると，繁太夫の収入の大部分は興行収入であり，全収入の67％
に達している。このほか座敷収入（個人的に客の前で芸を披露して得る収入）
を加えると83％となり，旅芸人の収入の概要を知ることができる。このよ
うな収入が可能であった理由は，
図表一1①筆満可勢収入一覧 単位：円
興　行　収入 座敷収入 饒別祝儀 借入質入 そ　の　他 合　計
番号 金　額 番号 金　額 番号 金　額 番号 金　額 番号 金　額 金　額
17 559，35038 20，625 15 149，5314 10，312111 20，625
34 92，402 39 61，875 49 82，500 33 41，250113 61，875
35 21，223112 381，56252 103，125212 41，250114 12，378
51 1，645，402172 20，625 75 247，500213 20，625
56 1，237，500179 412，500130 20，625
232 30，940 132 10，312
233 28，877 159 41，250
234 28，258 162 41，250
235 44，014 240 20，625
236 47，439
237 37，129
238 39，192
計 3，811，726計 897，187計 716，718計 113，437計 94，878，633，946
67％ 16％ 13％ 2％ 2％ 100％
注：番号は前号図表一7による
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図表一1②筆満可勢収支一覧
　　借入質入等く3．鴨）
酸別収入（12．鴨》
麟壊以　（15．9乞）
12 「院》
興行収入く67．鴨）
①東北地方を含めて，都市から離れた農村地帯でも商品流通が円滑にな
　　り，貨幣経済も浸透して来たため，江戸文化への憧れや，願望が強く
　　なり，江戸の香りを持つ芸能人や，文化人との接触を好むようになっ
　　た。
②偽称にしろ「富本豊後大橡藤原衆秀」という，ものものしい芸名が地
　　方の人々の嗜好にあったのかもしれない。（注一8）
③富本繁大夫の芸術度の高さはわからないが，もともとが商人であり，
　　道楽が嵩じて芸人に転じたようで，素人に近いような器用さが，かえ
　　って純朴な農村の人々に受けたのではなかろうか。
　収入の時期　　興行は「水物」であり，その催し物が成功するかどうかは
終わってみないと判らないのが普通のようである。例えば「役者論語」の中
の蓮智坊著「佐渡嶋日記」に，
　『年中芝居不当たりにて，年中勘定不足に見えければ，此方より給銀をま
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け，了簡付ヶ出たり。芝居主は役者と違い名を上る事はいらず，第一金銀を
もうくるが，その身の肝要という物，役者と芝居主との心得は，格別なり。
…　　（後略〉』（注一9）とあって，芝居の不当たりの時の役者の心得が
出ているほどであるが，いずれにせよ芝居興行は不安定要素が多いものであ
る。
　参考までに，文政10年（1828）の大芝居の江戸三座の収支計算書によると
三座とも多額の損失を計上していることが判る。継続的に利潤を持続するこ
とは，芸人の生活には難しい事柄であった。　（図表一2の①②参照）
　「筆満可勢」の富本繁大夫の収入のアンバランスも，　「水商売」という芸
能界の宿命から生じた結果であろう。
　図表一3の①②は，　「筆満可勢」の月別収入高表であるが，概観的に1月，
2月という寒冷期と，7月の暑中の収入が多い事に目が付く。このことは，
旅芸人たちが主として興行を開催する場所が農村地帯を主とすることに原因
があるのであろう。
図表一2①江戸三座収支決算書
文政10年（1827）11月一同11年（1828）8月
劇場名 収　　　入 支　　　出 差　引　（損）
両 千円 両 千円 両 千円
中村座 5，654 466，4557，700 635，2502，046168，795
市村座 5，646 465，7958，239 679，7182，593213，923
河原崎座 2，245 185，2136，338 522，8854，093337，673
合　計 13，5451，117，46322，2771，837，8538，732720，390
注：金額は概数で原資料とは誤差がある。
飯塚友一郎著「歌舞伎概論」より引用
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図表一2②
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図表一3①
江戸三座収支決算書
　　　　　　　単勧　羊円　　　　　　　　679．718
　　翅収入圓支出　閣差引（損失）
筆満可勢月別収入高
　　　　　　　　単位：千円
年　　　月 金　　　額
’28／6 159
’28／7 559
’28／9 237
’28／12 1，727
’29／2 1　340，
’29／9 247
’30／1 476
’30／2 30
’30／5 103
’30／7 412
’30／11 61
’31／2 276
5，627
年代は1828－1831まで
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図表一3②　筆満可勢月別収入高
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　都会地である江戸や大阪と異なって，興行が成功する時期が違うのである。
いわゆる，農繁期と農閑期が興行収入に大きく影響するのである。
　農村では，真夏や，収穫が終わった冬に近い秋の祭礼時が旅興行の最適の
時期ということである。
①信州路では，雪にうずまった真冬の興行成績がよい。
②海岸地域では，海の荒れた日が観客数が多い。
③梅雨時は雨で人出が遠退くと同時に，農繁期で村の興行は入りがよく
　　　ない。
　といった，指摘ができる。（注一10）
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（注）
1．中村仲蔵（3代目）文化6年（1809）生まれ。明治19年（1886）没。
　写実的な新演出に優れていたが，芸風は一般に，実に過ぎて華に乏しいと評
　されている。著書「手前味噌」にみられるように名文家。
　河竹繁俊編　　「三代目中村仲蔵自伝・手前味噌」昭和19年　北光書房　P．189
　作家の村松駿吉氏によると『ドロンと駆け込みも…　　旅役者にはつきもの
　である。』とある。旅役者の中には無断で一座から抜け出し，かと思うと，
　けろりとしてその一座に戻ってくるのが，この世界での通例であり，座長も
　なにもいわないで迎えるのである。　「筆満可勢」のなかにも，三味線引が2
　度もドロンする例が書かれている。
　　（村松駿吉著「旅芝居の生活」昭和47年　雄山閣　p．164－469）
4．本来は室町時代に説教や謡曲などとともに行なわれた物語の一種で「浄瑠璃
　姫物語」が有名でその名が残った。江戸初期には播磨節・加賀節など勇壮な
　曲が演奏され古浄瑠璃といわれている。のちに義太夫節が浄瑠璃の中心とな
　った。それをもととして，歌謡性の豊かな豊後節・常盤津節・富本節などが
　生まれた。
　　（角川版・高柳光寿・竹内理三編「日本史辞典」昭和58年）
5．新城常三著「庶民の旅の歴史」昭和46年　日本放送出版協会　p．183－P185
6．新城常三著「庶民の旅の歴史」昭和46年　日本放送出版協会　p．189
7．白鴎女子短大論集　第13巻第1号　宮内輝武稿「旅芸人の収支計算」昭和63
　年P．13－18
8．富本節は豊後節から独立した流派で，家元は富本豊前橡と名乗った。
　　「筆満可勢」の富本繁太夫はそれを真似て富本豊後大橡と偽称したのであろ
　　う。
　　（喜田川守貞「守貞漫稿」・平凡社判「世界百科辞典」による）
9．守随憲治著「役者論語」1954年　東京大学出版会　P．151
10．村松駿吉著「旅芝居の生活」昭和47年　雄山閣　p．155
2．旅興行の実態
　江戸中期の観劇人口　江戸中期（1800年代）の江戸・大阪の大芝居の収容
人員についての一例は図表一4の通りで，概算で約1，286人の観客が入場出
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来たと推計できる。通常，普通興行は「七分立」と称して，70％入場者があ
れば採算がとれるように計画し，もし，平均80％の入りならば大入りで，そ
の興行は大成功といわれている。（注一11）しかし，70％の入りを確保する
ことは困難な事とされていた。
　江戸での芝居興行は1年を通して220日間（注一12）幕を明けたので，
70％入りが確保されたとして198千人の入場者があるわけで，同規模の芝
居小屋が3ヵ所あったから60万人近い人たちが歌舞伎に興じたことになる。
ちなみに，当時の江戸の人口は推計百万人とされているので，その60％の
江戸っ子が芝居小屋に足を運んだことになる。要するに，意外に多くの人々
がレジャーに興じていたかが推測できる。
　その，風潮が次第に地方に浸透していったことも充分考えられる。
　地方での実態　図表一5の①②③④で示したのが，地方における寄席興行
の実態である。この四つの事例について年代順に観察してみよう。
　宝暦2年（1752）の4月，奥州岩代国田村郡守山町の目明し金十郎が7日
問の芝居興行を許されたが，その時の「芝居見物人数木戸銭取高書付」によ
れば7日間で6，910人が入場し，入場料金の合計は金2両と銭70貰370文
（円貨換算して￥1，616，733）と記録されている。この芝居興行の収支計算は
不明であるが，相当の利益を得たのではなかろうか。なお，この芝居の入場
料は平均11．26文（約￥232）程度であった。（注一12）
　このころ（宝暦年間〉立ち飲み酒代が8文（約￥165）であったという記録
と比較して妥当な価格と考えられる。（注一13）
　次の事例は「筆満可勢」による文政11年（1828〉10月の仙台での寄席興行
である。この興行では8，331名の観客を集め，1，000名以上の入場者があっ
た日も3日あり，江戸からきた芸人を無条件に受け入れたという感がある。
　その後，遠野，高田などでの興行記録があるが地域の人口に応じて，一応
の入場者があったようである。
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図表一4①
???????????????????
寛政期（大阪）の劇場
　　　　　　　　舞
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1789－1800
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LKJIHGFED　CBA
＊堂本寒星著『上方演劇史』昭和19年　春陽堂　p．210
　（原図を参考にして，桟敷の配置を示したもので正確な模写ではない）
??? ??????　　桟敷配置説明…桟敷（東西）12×2＝24
出桟敷（東西）12×2罵24
　・・孫（東西）12×2＝24
・彦（東
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・・鶴（西
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　・山
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一竹
一梅
??←?????????「?
224
定員　224桝席×6名＝1，344名
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図表一4②
A　　B
文化・文政期の劇場　1804－1930
　　　　　　　　　舞　台
B　　C
D
F
????
E
　服部　幸雄
＊富田鉄之助　編『歌舞伎事典』昭和58年　平凡社　P．165
　広末　　保
大林組が復元した化政期（1804－1830）の市村座の1階部分。なおこの図は桟敷の配
置を示すために作成したので正確な縮尺の原図の通りではない。
　　　　　　　　　　　　　　桟敷配置説明
　　　　　　A……西下桟敷（うずら）　　　16×6ニ　96
　　　　　　B………高土間（東　〉　　　　18×6ニ108
　　　　　　B………高土間（西　）　　　　19×6＝114
　　　　　　C……東下桟敷　　　　　　　　18×6ニ108
　　　　　　D…………土間（桝席）　　　　95×5＝475
　　　　　　E…………大首　　　　　　　　　　　　　　10
　　　　　　F………追込場　　　　　　　　　　　　　　50
　　　　　　　　一西上桟敷（2階）　　　　16×6＝　96
　　　　　　　　東上桟敷（2階）　　　　16×6＝　96
　　　　　　　　　・向桟敷（2階）　　　　18×6＝108
　　　　　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　1，286名
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図表一5①宝暦2年1752奥州守山歌舞伎興行
年 西暦 興行日 月日 入場者
金貨幣 銅貨幣 円価換算
両 分 貫 文 円
宝暦2年 1752第1日4．081，000 1 11 570259，259
第2日4．101，500 2 14 500340，315
第3日4．112，0001 16 70 413，944
第4日4．121，000 1 11 200251，626
第5日4．13 300 3 230 66，620
第6日4．14 760 9 100 187，688
第7日4．15 400 4 700 96，941
合　計 6，9602 0 70 3701，616，393
阿部善雄著「目明し金十郎の生涯」中公新書より
入場者1人あたり金額11．26文（約￥232）
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図表一5②文政11年（1828）10月仙台での寄席興行
年 西暦 興行日 月日 入場者
銅貨幣 円価換算
貫 文 円
文政11年1828第1日10．20 79 3 2 61，916
第2日10．22 239 9 82 187，317
第3日10．23 403 15 314 315，853
第4日10．24 510 19 380 399，714
第5日10．25 609 23 142 477，304
第6日10．26 712 27 56 558，030
第7日11．1 713 27 94 558，814
第8日11．2 891 33 858 698，326
第9日11．31，014 38 532 794，725
第10日 11．51，031 39 178 808，047
第11日 11．81，011 38 418 792，373
第12日 11．13 279 10 602 218，669
第13日 11．14 238 9 44 186，533
第14日 11．15 170 6 460 133，240
第15日 11．16 120 4 560
k　＿?
4，053
第16日 11．22 124 4 712 97，189
第17日 11．23 74 2 812 58，002
第18日 11．24 114 4 332 89，349
合　計 8，3313165786，529，454
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仙台での寄席興行
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図表一5③文政12年（1829）2月遠野一と町での寄席興行
年 西暦 興行日 月日 入場者
銅貨幣 円価換算
貫 文 円
文政12年1829第1日 2．16 53 2 14 41，539
第2日 2．19 174 6 612136，376
第3日 2．20 176 6 688137，943
第4日 2．21 124 4 712 97，189
第5日 2．22 124 4 712 97，189
合計 651 24 738510，225
注：代金は入場者1名38文として推定計算している。
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遠野一と町での寄席興行
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図表一5④天保2年（1831）2月越後高田での寄席興行
年 西暦 興行日 月日
推　定
入場者
銅貨幣 円価換算
貫 文 円
天保2年 1831第1日 2．5 39 1 500 30，940
第2日 2．6 37 1 400 28，877
第3日 2．7 36 1 370 28，258
第4日 2．8 56 2 134 44，014
第5日 2．9 61 2 300 47，439
第6日 2．10 47 1 800 37，129
第7日 2．11 50 1 900 39，192
合計 326 12 404255，835
注：入場料は前例により38文と推定する。
一152一
越後高田での寄席興行
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（注）
11．
12．
13．
14．
中村又五郎・山田五十鈴共著「芝居万華鏡」昭和57年　中央公論社　P．24
1800年代の歌舞伎芝居の年間興行日数は順調に続演されたとして，次のよう
な日数となっている。
顔見世狂言
初春狂言
弥生狂言
五月狂言
盆　芝　居
菊月狂言
　合　計
11／1－12／10
1／15－2／28
3／3－4／30
5／5－6／5
7／15－8／31
9／9－10／10
3 日問
40日間
50日間
30日間
40日間
30日問
200日間
（寛政12年〔1800〕中村重助によって書かれた「芝居乗合舟」による服部幸
　雄著「歌舞伎の構造」P．34より引用）
阿部善雄著「目明し金十郎の生涯」昭和56年　中公新書　P．148－154
小野武雄編著「江戸物価事典」昭和63年　展望社　P．268
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3．食料費と百相場
　「筆満可勢」の食料費　　「筆満可勢」に書かれている嗜好品を含めた，食
料品に対する支出の記載はあまり多くない。その内容は図表一7の通りであ
って18項目に過ぎない。しかし，この中に3ヵ所米購入の記録がある。こ
の価格は当時の東北地方の特定時期の米価の実態を示しているので，興味の
ある事実である。
　文政11年（1828）7月28日に川渡（かわたび）温泉で米1升5合を72
文（￥1，485）で購入している。さらに文政12年（1829）4月3日には宮古
で米1斗を970文（￥20，011）で買い入れている。さらに天保元年（1830）
8月4日越後永岡での米価は1升（約1．5kg）100文（￥2，063）である
と記載している。この価格を比較しやすいようにそれぞれ1升の価格に換算
してみると次のようになる。
　1828．7．28川渡温泉　米1升　　48文（￥990）〔39文　￥804〕
　1829．4．3宮　古米1升　97文（￥2，001）〔59文￥1，217〕
　1830．8．4越後永岡　米1升　100文（￥2，063）〔57文　￥1，175〕
　場所・時期によって相当の変動があることがわかる。なお，〔〕の中の
金額は同年同月の大阪の加賀米の価格相場を示したが，この差異は地域的な
ものと，小売価格と御売価格との相違からきたものであろう。（注一15）
　円貨換算の基準としての米価についての疑問　本稿では，江戸時代の貨幣
額を現在の円貨格に換算する方法としては，米の価格を基準として計算され
た，慶応大学の檜谷昭彦教授の手法を採用して表示してきたが，この計算は
あくまで便宜的なもので，当時の物価を大まかに考える基準として理解して
もらいたい。その理由は第1に米価はいつの時代にも作為的に作られること
が少なくなかった。例えば，　「張紙値段」と称して幕府が米と貨幣の換算率
を公定したことがあった。武士は米で俸豫を受ける訳で，もし大豊作で米の
価格が下落すると，必然的に武士の実質収入が減少するからそれを防ぐため
　　　　　　　　　　　　　一154一
に市価よりも2割以上の高値の公定価格を定めたことすらあったようである。
（注一16）現在の米価もまた完全な自由価格とは言いがたく，政府の統制価
格的性格が強い。したがって，これを標準的な，物価の尺度とすることには
多くの疑問がある。
　例えば，米価には百相場というものがあって，100文（￥2，063）で米が
どれほど買えるかが一番の関心事であった。三田村鳶魚氏による百相場の拾
集は貴重な資料であるが，それにより米価を基準として1文の値が現在の円
に換算するとどれほどの額になるかを算定したものが図表一7である。この
ように浮動する米価は，あるいは換算の尺度としては不適当なものであるか
もしれない。しかし，「米」以外の適当な尺度が見つからぬかぎり，「米価」
に頼るしかないともいえる。
　なお，参考までに明治以降の米価の変遷を図表一8にまとめてみた。そこ
には政策的な色合いが見られそうである。（注一17）
（注）
15．大阪の加賀米の相場価格は三井本店の「相場の控」を資料として作られたも
　　ので，加賀米のほか肥後米，筑前米の相場が銀価格で記録されている。
　　小野武雄編著　　「江戸物価事典」63．8　展望社　P．459－460
　　なお，越後屋呉服店の小売物価表によると次のようになる。
文政11年（1828）　江戸（春）米1升
文政12年（1829）
天保1年（1830）
　　（秋）
京都（春）
　　（秋）
江戸（春）
　　（秋）
京都（春）
　　（秋）
江戸（春）
　　（秋）
京都（春）
??????????
43文
55
46
56
62
60
70
67
55
61
55
￥　900
1，142
　955
1，159
1，285
1，256
1，460
1，394
1，142
1，272
1，142
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　　　　　　　　　　　　　（秋）　々　　63　　1，311
　　　小野武雄編著　　　「前掲書」p．276
　16．三田村鳶魚著　　　「江戸生活のうらおもて」三田村鳶魚全集第6巻
　　　50．9　中央公論社　p．171－177
　17．三田村鳶魚著　　　「前掲書」p．178－184
図表一6　「筆満可勢」の食料品関係支出
年 月　日 番　号 摘　　　　　要 円換算金額
1828 7．15 16 狼河原タバコ代 ￥2，558
7．27 21 鮎・ヤマメ購入 ￥2，475
7．28 28 米1升5合購入 ￥1，485
10．　3 40 鮭の塩引き ￥6，189
1829 2．　6 53 狼河原タバコ3個 ￥5，570
4．　3 66 米1斗 ￥20，011
4．13 67 魚を買う ￥7，860
5．14 70 中鯛1枚 ￥1，340
6．29 73 魚購入 ￥7，137
10．21 107鯖を購入 ￥　　825
1830 4．21 141 鯛を購入 ￥2，888
4．30 148酒　代 ￥1，650
4．30 149肴代 ￥5，157
8．　4 183米1升の値段 ￥2，063
9．12 188子鴨3羽購入 ￥7，736
9．22 199銀杏5合購入 ￥　　412
11．13 209餅代金 ￥3，053
11．19 211大鹿タバコ80目玉 ￥2，062
合　　　　計 ￥70，471
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①図表
　図表一1①筆満可勢収入一覧
　　　　②筆満可勢収入一覧グラフ
　図表一2①江戸三座収支決算書飯塚友一郎著「歌舞伎概論」
　　　　②江戸三座収支決算書グラフ
　図表一3①筆満可勢月別収入高
　　　　②筆満可勢月別収入高グラフ
　図表一4①寛政期（大阪）劇場堂本寒星著「上方演劇史」
　　　　②文化・文政期の劇場服部幸男
　　　　　　　　　　　　富田鉄之助　編「歌舞伎事典」
　　　　　　　　　　　　広末　保
　図表一5①奥州守山歌舞伎興行阿部善雄著「目明し金十郎の生涯」
　　　　　奥州守山歌舞伎興行グラフ
　　　　②仙台寄席興行
　　　　　仙台寄席興行グラフ
　　　　③遠野一と町寄席興行
　　　　　遠野一と町寄席興行グラフ
　　　　④越後高田寄席興行
　　　　　越後高田寄席興行グラフ
　図表一6　「筆満可勢」の食料品関係支出
　図表一7　百相場から1文の円貨換算法　三田村鳶魚「江戸生活の裏おもて」
　図表一8　白米価格の変遷（明治以降）週間朝日編「値段史年表」
②参考文献
　三一書房版「日本庶民生活資料集成」第3巻　1983．10
　　　　　竹内利美校訂　　「富本繁太夫　筆満可勢」一冊・二冊
　飯塚友一郎著「歌舞伎概論」昭和3年9月　博文館
　河竹繁俊編「三代目中村伸蔵自伝・手前味噌」昭和19年　北光書房
　村松駿吉著「旅芝居の生活」昭和47年　雄山閣
　角川版・高柳光寿・竹内理三編「日本史辞典」昭和58年
　新城常三「庶民の旅の歴史」昭和46年　日本放送出版協会
　朝倉治彦・喜田川守貞「守貞慢稿」昭和63年　東京堂出版
　守随憲治著「役者論語」1954年　東京大学出版会
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堂本寒星著「上方演劇史」昭和19年　春陽堂
服部・富田・広末編「歌舞伎事典」昭和53年　平凡社
阿部善雄著「目明し金十郎の生涯」昭和56年　中公新書
中村又五郎・山田五十鈴著「芝居万華鏡」昭和57年　中央公論社
服部幸雄著「歌舞伎の構造」昭和49年　中公新書
小野武雄編著「江戸物価事典」昭和63年　展望社
三田村鳶魚著「江戸生活のうらおもて」三田村鳶魚全集第6巻中央公論社
週問朝日編「値段史年表」昭和63年　朝日新聞社
☆前稿「旅芸人の収支計算」1資料編　誤記訂正の件
　白鴎女子短大論集第13巻第1号の上記論文中誤記がありましたので訂正
　致します。
　　P。13現円貨換算表の「月」の欄　番号18の「2」は削除
　　　　　同じく「月」の欄　番号25の「3」は「8」の誤記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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